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?In order to breed new miniture camellia cultivar with early flowering property, interspecific hybridization 
between  Camellia japonica? ?? and  C. sinensis was (L.) O.Kuntze conducted. Nine hundred and thirty -five 
flowers of  C. japonica were crossed with 3 cultivars of  C. sinensis in 1990 - 1991. Twenty-one interspecific 
hybrid seedlings were planted to open field in 1993 and their characteristics were investigated for the following 
selection. The seedling derived from the cross between  C. japonica  ‘Komomiji’ and  C. sinensis  ‘Yamatomidori’ 
was finally selected in 1998 and was registered as Camellia Norin No.1, ‘Harumachihime’ in 2002. ‘Harumachihime’ 
shows the intermediate characteristic plant form between  C. japonica and  C. sinensis. The flower color pattern 
of ‘Harumachihime’ is striated-speckled of pink (JHS color chart No.9504) on a white ground (JHS color chart 
No.2201). This is the first hybrid with speckled flower color in this cross combination. Flower diameter is 
approximately 3 cm. The number of petals is 6 to 7. The natural flowering time of  ‘Harumachihime’  is between 
the beginning of December and the end of April in Mie prefecture.  ‘Harumachihime’ is easily propagated by cutting 
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れた（Bezbaruah and Gogoi，1972；Kato and Simura，1978；
武田ら，1987）．本格的な園芸分野での利用は，新潟県
で発見された新しいタイプのツバキ品種 ‘ 炉開き ’ が萩
屋・甲（1981）によりヤブツバキの変種であるユキツバ









‘ 炉開き ’ が最も多く生産されているが，チャとの交雑
により一般のツバキ品種に比べて強健性が十分でない問
題がある．また，萩屋の育成品種の生産も開始されてい











品種を育成し，2002 年８月に農林水産省育成品種 , つば











1990 ～ 2002 年まで，間は 1991 ～ 2000 年まで，岸本は

















が直径１cm 程度に生育した 1991 年６月に袋を取り去
り，結果率を調査した．結果率は種子親に用いたヤブツ
バキの品種間で大きく異なり，‘ 和歌の浦 ’，‘ 釣篝 ’ およ
び ‘ 小紅葉 ’ の３品種で比較的高かった（第１表）．種子
が十分に成熟したと思われた同年８月に，交雑種子を合
計で 49 粒採種した．同年 11 月に交雑種子を播種し，発
芽後の 1992 年春に鉢上げし，1993 年９月に野菜茶試安
濃圃場に実生 29 株を定植した．一部の個体で開花し始
めた 1994 年秋以降 , 特性調査を実施した．形態的な特
性から種子親として用いたヤブツバキ品種の自殖と思わ
れた個体は淘汰し，1998 年までに最終的に 21 系統を得
た（第２表）．その中から花色等で新規性に優れ，強健
な生育を示した，交雑組合せツバキ ‘ 小紅葉 ’× チャ ‘ や







８月につばき農林１号 ‘ 春待姫 ’ として命名登録された．
２）育成品種‘春待姫’の交配親
‘春待姫 ’は，1991年にツバキ品種 ‘小紅葉 ’を種子親に，
























に至ったが，2000 年度以降は対照品種の ‘ 炉開き ’ が全




を除き，‘ 春待姫 ’ が ‘ 炉開き ’ よりも小さく，3 ～ 4cm
程度とごく小輪であった（第３表）．花弁数は ‘ 春待姫 ’
は ‘ 炉開き ’ とほぼ同等かやや少なく，６枚程度であっ
た（第３表）．花色は ‘ 炉開き ’ がピンク色単色であった



















と同様に種子親としてツバキ品種 ‘ 小紅葉 ’ を用いた場
合に得られ，同じく斑入りである ‘ 和歌の浦 ’ の後代に












し木約 10 年生の品種 ‘ 炉開き ’ を用いた．
交雑に用いたツバキ品種 ‘ 小紅葉 ’ の三重県における
自然開花期はほぼ４月であり，春咲き性を示す．チャ品
種 ‘ やまとみどり ’ は 10 月から開花し，秋咲き性を示す．
‘ 炉開き ’ が晩夏ないし初秋から開花したのに対し，‘ 春
待姫 ’ は開花が遅く，晩秋ないし初冬に開花した（第４
表）．一方，開花終わりに関しては ‘ 炉開き ’ が年により
真冬から春まで変動したのに対し，‘ 春待姫 ’ では安定
して春先まで開花した（第４表）．
‘ 春待姫 ’ の毎年の新梢生長量は，新梢長および展開
葉数とも ‘ 炉開き ’ の約半分程度であった（第５表）．葉




開き ’ は枝が横張り性であるのに対し ‘ 春待姫 ’ はやや
立性であり，樹姿全体をみると，‘ 炉開き ’ が姫性を示

























2000 年は ‘ 炉開き ’，2001 年は ‘ 立寒椿 ’ を用いた．１系
統・品種あたり，1999 年は 40 本，2000 年と 2001 年は
20 本を供試した．年次により若干のばらつきがあった
ものの，‘ 春待姫 ’ は ‘ 炉開き ’ とほぼ同程度の発根率を
示した．‘春待姫 ’は最長根長および根数において ‘炉開き ’
よりも高い値を示し，‘ 炉開き ’ よりも高い挿し木繁殖
性を有するものと考えられた（第６表）．なお，カルス
形成率が ‘炉開き ’よりもやや高かったが，トウツバキ（C. 
reticulata Sealy）のように発根に至らないカルス形成では
なく，繁殖上の問題にはならないと考えられた．






１年および２年を経過した 2001 年 10 月下旬に，生育・
着らい状況を調査した．‘春待姫 ’は約100鉢を，対照の ‘炉
開き ’ は 20 鉢を供試した．‘ 春待姫 ’ は挿し木１年生お








待姫 ’ が１年生で 22.1%，２年生で 37.5％と増加したの
に対し，‘ 炉開き ’ では１年生で 50.0％，２年生で 27.1
％と減少した（第７表）．両者とも，他のツバキ品種に
比べ，幼木での着らい率は高いと考えられた．
以上のように，‘ 春待姫 ’ は ‘ 炉開き ’ に比べて挿し木
発根性および施設下における生育特性で優れたこと，さ
















２）1990 ～ 1991 年にヤブツバキ 15 品種にチャ３品種
を 935 花交配した．1991 年秋に 49 粒播種し，1993 年
９月に21株を圃場に定植した．1998年に，ツバキ品種 ‘小
紅葉 ’ を種子親，チャ品種 ‘ やまとみどり ’ を花粉親と
した系統 ‘6+19’ を選抜し，1999 年～ 2001 年にかけて検
定した結果，実用品種として有望と判断され，2002 年
８月につばき農林１号 ‘ 春待姫 ’ として命名登録された．
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